　私は、ヘルパーとして支援に入らせていただくようになって、約４年が経ちます。この間、様々なご家庭に入らせていただきました。その中で、ヘルパーの存在が各ご家庭にどのような影響を与えているのか、また、どのような立ち位置で、どのような存在にならなければならないのかを常に考えるようになりました。
ヘルパーの立ち位置として、日々の生活の中の潤滑油になり穏やかに過ごしていただけるよう、支援を行なうことが求められると思います。また微妙な変化を投じて、日々の生活を楽しみに繋げられたらと試行錯誤もしております。趣味をお持ちの方であればその活動を伸ばすような働きかけを実施しますし、趣味などはなく、過ごし方が分からないという方であればご自宅でできる活動を提供し、その方々に合った内容を模索するなど、できる限り日常生活の環境に変化はなく、しかし、活性化できるような存在になりたいと私は思っています。
[bookmark: _GoBack]また、ご自宅だけで過ごすと身体能力の低下にも繋がりかねません。もしくは、外出をしてみたいけど、ご家族とタイミングが合わなかったり、一人で出かけるのは不安だったりするという方もいると思います。そのような方々に移動支援というサービスがあります。食事や買い物などを主な目的として長めの外出を行うサービスです。今では、散歩のみの外出も認められており、必ず何かしらの目的がないと利用できなかった以前に比べると比較的利用もしやすくなっております。また、元々は療育手帳判定がＡの方のみのサービスでしたが、条件が整えばＢの方も支給を受けられるようになっているようです。行き先は各ご家庭によって異なり、「ここに行ってみたい」、「ここに連れて行って欲しい」など指定されるケースもありますし、ヘルパーに行き先を委ねるご家庭もあります。短い方で1～2時間、長い方で4～5時間の外出を行われます。唐津や大宰府など、やや遠方に外出される方もいらっしゃいました。普段外出する人とは違うというのが移動支援の利点の一つだと思います。
これらの居宅介護、移動支援などのヘルパー事業はご自宅での生活を維持するために、また外出などを行い、地域社会に出て行くために必要なサービスの一つだと思います。将来的なことを考えると、入所は難しく、ご自宅・ご家族の家・グループホームなどでの生活になるのではないかと思います。そのような状況になった際に、ヘルパーが入っていると安心して今まで同様の生活を送れると思います。特に、長く支援に入らせていただいたヘルパーなどであれば、ご本人はもちろん、ご家族の方も安心できるのではないかと思います。
居宅介護は支援の性質上、ご自宅に入らせていただくことになるので、抵抗があるかもしれません。しかし、ご自宅だからこそ、安心できるというのは特にご本人には強くあると思います。ヘルパーが入ることに慣れるまでに、ご本人・ご家族と時間を要するかもしれませんが、将来の安心のために今できることの一つとして、考えてみてはいかがでしょうか。
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